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堀
辰
雄
文
学
記
念
館
は
今

年
新
た
に
収
蔵
し
た
堀
辰
雄

の
エ
ッ
セ
ー
「
魂
を
鎮
め
る

歌
」
の
自
筆
原
稿
を
12
月
1

日
か
ら
13
日
ま
で
公
開
し

た
。
原
稿
は
現
存
し
な
い
と

み
ら
れ
て
い
た
が
、
3
月
に

東
京
都
の
古
書
店
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る
筆

跡
鑑
定
な
ど
を
経
て
、
6
月

に
町
が
購
入
し
た
。

　
原
稿
は
冒
頭
部
分
の
一
枚

で
、
堀
に
よ
る
修
正

箇
所
や
、
編
集
者
が

文
字
の
サ
イ
ズ
や
段

組
み
な
ど
を
指
定
し

た
赤
字
も
見
ら
れ

る
。
二
枚
目
以
降
の

原
稿
が
現
存
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
不

明
。

 

「
魂
を
鎮
め
る
歌
」

は
、
伊
勢
物
語
や
万

葉
集
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
詩
人
リ
ル
ケ
の

作
品
の
一
節
を
引
用

し
、
文
学
の
あ
り
方

に
つ
い
て
綴
っ
た
も

80
周
年
を
経
た

ア
ル
プ
ス
館
の
改
修
工
事

の
。「
文
藝
」
1
9
4
0
年
6
月

号
に
初
出
し
、
の
ち
に
タ
イ
ト

ル
は
「
伊
勢
物
語
な
ど
」
に
改

題
さ
れ
て
い
る
。

　
原
稿
の
状
態
が
良
く
な
い
こ

と
か
ら
、
14
日
か
ら
12
月
末
ま

で
は
原
稿
の
複
製
を
展
示
す
る
。

今
後
、
原
物
を
展
示
す
る
予
定

は
な
い
と
い
う
。
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見つかった堀辰雄の原稿を公開
12 月末までは複製を展示　堀辰雄文学記念館

　
旧
軽
井
沢
の
万
平
ホ
テ
ル

は
、
1
9
3
6
（
昭
和
11
）

年
に
新
築
し
た
ア
ル
プ
ス
館

の
一
部
改
修
工
事
の
た
め
、

11
月
28
日
か
ら
4
月
ま
で
の

長
期
休
業
に
入
っ
た
。
こ
れ

は
、
築
80
年
と
い
う
歳
月
を

経
て
の
耐
震
を
考
慮
し
た
も

の
。「
今
回
は
メ
イ
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
の
天
井
を
補
強
し
て

安
全
を
図
り
ま
す
」
と
副
支

配
人
の
西
川
眞
司
さ
ん
。

　
富
士
屋
ホ
テ
ル
や
金
谷
ホ

テ
ル
な
ど
老
舗
ホ
テ
ル
の
改

修
工
事
が
こ
こ
2
～
3
年
内

に
相
次
ぎ
予
定
さ
れ
、
33
ヵ

月
と
い
う
長
期
の
工
事
を
行

う
ホ
テ
ル
も
あ
る
と
い
う
。

「
見
た
目
が
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
工
事
す
る
の
は
大
変
な

の
で
」
と
西
川
さ
ん
は
明
か

す
。

　
例
年
、
同
ホ
テ
ル
が
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
1
、2

ヵ
月
ほ
ど
休
業
す
る
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
4
ヵ
月
も
の
長

期
は
珍
し
い
。「
ク
リ
ス
マ

ス
デ
ィ
ナ
ー
を
味
わ
え
な
い

の
は
残
念
」「
い
つ
も
忘
年

会
を
や
っ
て
い
た
の
に
」
と

い
う
声
も
。

　
万
平
ホ
テ
ル
も
い
ず
れ
は

本
格
的
に
耐
震
工
事
を
や
ら

な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
と

き
に
は
16
ヵ
月
と
い
う
休
業

に
な
る
の
で
、
本
社
で
検
討

し
て
い
る
と
い
う
。

改
修
す
る
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
天
井
。

万平ホテル

　軽井沢リゾート会議都市推
進協議会が、これからの会議
誘致の取り組みに生かそう
と、2014・15 年度に町内で
行われた会議の件数を初めて
まとめ 12 月 5 日、発
表した。15 年度の国
内会議の件数は 715
件で、14 年 度の 593
件から前年比 20% 増。
参加者数は同 13% 減
の 68643 人 だ っ た。
国際会議は 14 年度の

15 年度は 715 件で 20%増

会議の件数、明らかに

新収蔵された堀辰雄の「魂を鎮める歌」の自筆原稿。

15 件 の べ 1320 人 か ら、15
年度は8件のべ904人に減少。
　会議件数は、町内のホテル
や旅館など、同協議会に加盟
する 13 施設から集計。G7 交
通大臣会合開催以降、どのよ
うに変動していくか、これか
らは年度ごとに会議件数を調
べていく考えだ。

　長野県佐久建設事務所は 11 月
17 日、軽井沢本通りの東雲交差
点から中部電力軽井沢サービス
ステーション前まで（580m 区間）
の無電柱化にともなう、都市下
水路移設工事（東雲交差点～栄
林前の 285m）の説明会を旧軽井
沢公民館で開いた。
　説明によると、工事は 5 区画
にわけ東雲交差点から旧軽井沢
方面へ向かって、12 月 1 日から
2017 年 4 月 22 日まで実施。片
側交互通行の規制を行い、交通
誘導員と工事用信号機で対応す
る。作業は月～土曜の 8 ～ 17 時
に実施し、東雲信号機赤点滅の
早期解除のため、1 月中旬までは
19 時まで延長したり、日曜に作
業を行うこともあるという。
　2017 年度に残りの区画（栄林
前～中部電力前）の都市下水路

移設工事、18 ～ 21 年度に
上下水の移設、電線地中化
工事、22 年度に電柱撤去、
舗装工事を行い完了予定。

工事は原則、10 ～ 4 月を中心と
した閑散期のみ実施。同事業に
より車道幅は 1m 狭まり、西側
の歩道幅が 3.5m から 4.5m に広
がる。両歩道に 1.5m の自転車通
行帯が設置される計画だ。
　軽井沢駅入口から東雲交差点
までの無電柱化工事は 2013 年度
までに完了。将来的には旧軽井
沢銀座通りも含め、中部電力北
側の無電柱化も将来の構想に入
っている。

東雲交差点以北の無電柱化へ

都市下水路移設工事開始

無電柱化に向け、工事が始まった東雲交差点付近。
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